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現代に お ける定時制高校の 役割 （ll）
一
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一
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t，本研究の 目的

本研究の 課題 は、現代 の 定時制高校が お か れ て

い る状況 、抱え て い る問題 群、そこか らの 転換の 可

能性 を明らか に することにある。

　教育の 機会均等の 理 念の もと、勤労青少年 に後期

中等教育を受ける機会を保障す べ く発足 した定時制

高校は、1960年代以降その 変質 につ い て多く語 られ

るようになっ た。そ れ は まず普通教育偏重 批判 ととも

に語 られ、60 年代に は全 日制の 「亜流」とい う位置づ

けがなされるようになっ た 。 片岡栄美は、1965年以降

定時制高校生 徒が 「学力は高い が 経済的余裕 の 少

ない 家庭出身者」か ら、「経済的 に余裕 は あるが学力

が 低い 者 」あるい は 「経済的余裕もあまりなく，学力も

低 い 者 」が 多数を占める ように なっ て きた と分析し、

そ の 過程で 全 日制高校の 「亜 流」となり、社会的上 昇

の 可 能性を断たれ た 者の ため の 場 に 固定され たこと

を指摘 した （片岡 1983）。これはまた 定時制高校 の

「終焉」として 語られて もい る（今井 1995）。

　こうした分析は、高度成長期以 後の 定時制高校 の

変容 過 程 に つ い て の 重要な指摘 で あるが、今 日の

定時制高校をめ ぐる状況を分析しようとするには 、新

たな枠組み が 必 要で あると思われる。その 際に は、

1）定時制高校進学者 の 質的多様化、2）後期中等教

育に お ける定時制高校の 位置づ け、3）高等学校再

編計画 に お ける定時制 高校の 改 革 動 向、さらに、4）

比 率を 高め て きた 通 信 制 課 程 や サ ポート校 の 位置

づ けな どの 検討が 欠かせ ない。

　本研究（2007〜2009 年度科学研究費補助金 「地

域社会の 変容下に おける定時制高等学校の 危機と

対応」代表者 ：高口 明久・柿内真紀）で は 、この ような

状況下で 多様化す る定時制高校 の 姿を明 らか にし、

従来学力に よっ て
一

元 的に分化 して い た 高等学校

の 配置の 変容を明らか にするこ とを目的としてい る。

2．本発表の 課題設定

　定時制高校 へ の 進学が 必 ず しも経済的な余裕 の

なさや 低学 力 に よるもの だ けで は なくなり、不 登 校経

験者、全 日制高校中退者、外国人生徒、非行経験者 、

発 達障害など「多様なバ
ソクグラウン ド」を持 っ 生 徒

が 定時制高校に集まっ てい るこ とは、とりわ け 1990年

代以降、周知の こととなっ て い る。都市部で は 「チ ャ

レン ジス クール 」「エ ン カ レッ ジス ク
ー

ル 」（東京都）、
「クリエ イティブス ク

ー
ル 」（大阪府）など新しい 名称を

もっ 学校 が創設され 、定時制課程の 枠組 み の 中で

「これまで の 教育の 中で は 自己の 能 力 や適性を十分

に活か しきれ なか っ た 生 徒」（東京都）等を対象とした

学校づ くりが進行して い るし、地方 にお い て も、「より

個性を尊重する」「多様なニ
ーズ に対 応す る」「再チ

ャ レ ン ジを可 能にす る」ことを 目指 した 定 時制高校の

統 廃合 や 学科再 編が 目立 っ て お り、制度の 上でも生

徒の 質的多様陛へ の 対 応が進 め られ てい る。か つ て

定時制高校に付与 された 「勤労青少年 に教育機会を

提供する」「低所得者層 に教育機会を提供する」「成

人 に リカ レン ト教育の 機 会 を提 供す る」とい う役割は 、

す っ か り後景 に退 い て い るの が 現状で ある。

　本発表で は、さまざまな理 由で 全 日制 高校に進 学

で きない 者が集まる定時制高校の 現代的役割を、周

縁化型競争（中西 1987、周辺化をめ ぐる競争 ：高 口

1993）で の 生 き残りをか けた「規格化 」（フ
ー

コ
ー

）とし

て 読 み 解い てみ たい 。そ の 際、周 辺 化 をめぐる競争

の
一

側面として の 「学校文化をめぐるせめぎあい 」に

着目する。

3．周辺 化をめ ぐる競争の 舞台としての 定時制高校

　高口 明久 は か つ て 「大 多数の 国 民 の 子 ども・青年

を巻き込 むこの 学歴取得競争とそ の 激 しさを、下か ら、

周辺 か ら支えて い る第二 の 競争場 面一
周辺 化をめ ぐ

る競争一一の存在 」に着目し、「競争の 二 重構造 」を指

摘した（高口 1993）。「受験ラン ク最底辺校」の 志願倍

率が 異常に高 い とい っ た現象、あるい は 「大量の 中

途 退 学 現 象や 定時 制 ・通 信 制 課 程 か らの 落 ち こぼ

れ 」な どを、「学校 か らの 疎外・排除」をめ ぐる裏返 し

の 競争過程の 存在を示 すもの と捉えたの であ る。

　高 口が注 目したの は、数パ ーセ ン トの 高校不進 学

者、数万 人 の高校中退者の 存在で あ り、「これらマ イ

ノリティ
ー

化した、低学歴を生 きる者の 存在そ の もの 、

そして 彼らがくぐり抜ける自立 へ の 困難な道程そ の も

の が、先の ような学歴 取得競争の 激 しさを、そして そ

れ か ら逃れるこ とが事実上許されて ない か の ような社

会的拘束性を、根本的 に下から支えるもの となっ て

い る」こと、その なか に は 「貧困家庭や崩壊家庭、あ

るい は 不 登校・登校拒否、ある い は 非行 ・問題行動、
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そ してあるい は極端な低学力や 心 身の 障害、こ うした

さまざまな『問題 』を色 濃 くか か えた一
群 の 子 どもや

青年が 含まれて い る」ことで あっ た。 そ して 、 学校をめ

ぐるこうした 上と下との 競争の 二重構造の 存立 とその

再 生 産 につ い て 考察 しっ っ 、児童養護施設出身者

や障害児 の 高校進学状況に関する研究に取り組ん

だ の だ が、本研 究は 、高 口 の こうした問題意識をふ ま

え て 現代定時制高校 の 役割 に っ い て 考察するもの

で ある。

　高度成長期以後、定 H蔀 犒 校の 役割 が大きく変容

して きたこ とにっ い て は、先述 の とおり既 に 有効な分

析が なされ てい るが、90年代以後の 変容 につ い て の

研究は い まだ 十分に は 行わ れて い ない
。 そ こで 、ま

ず この 時期の 学校的 日常の 「くずれ 」（乾彰夫）に つ

い て押さえた うえで 、90 年代以降の 変容を読み 解く

た めの 枠組みを提示したい と思う。

　長 谷 川 裕は、学校 の 規 律
・
訓練機能につ い て 論じ

る中 で、くず れ 現象 を二 つ の 側面か ら説明して い る

（長谷川 1993）。第
一

の 側面は、学歴獲得競争の 激

化が、競争か ら敗れ そ こか ら早 々 に離脱 して い く者

を大 量 に生 み 出 したこ とで ある。外部労働市場の 下

層部 が拡大 した こ とに より、離脱者 に は 不 安定で は

あるもの の 労 働機会が提 供 され るように なり、そ れ が

競争か らの 離脱を後押 しす る。企業社会との 連結に

支えられて きた規律 ・訓練装置 としての 学校の 機 能

は、学校 に将来の 生活 保 障を求 めるこ とか らオ リて し

まっ た生徒た ちにとっ て はほ とん ど意味をなさない。

こうした説 明 は 、普通科 「底辺 」高校 に くずれ が顕著

で あるこ とともか み あっ て い る 。 第 二 の 側 面 は 、消費

文化の 進展の 中で 自己 へ の 感覚を鋭敏にした青年

たちの感性 が、規律・
訓練的な学校秩序 に対 して 鋭

くズ レ をきた すようになっ たことである。学校 の 規律・

訓練装置の 規格化作用は 拒絶され嫌悪の 対 象に な

るが、そ れ を完全 に拒否 しそこか ら離脱 して しまえ ぱ、

社会の 規 格 か ら外 れ 、自己 を承認し て くれる他者の

視界か ら消えることになっ てしまう。青年たちの 多くは、

内面で は学校秩序を忌避 しつ っ もそ こに とどまるほ

か なく、そ うした憂鬱と倦怠 が学校的日常の 実質的

なくずれ を生 じさせ て い る。

　た とえ学校的 日常に 耐え難さを感 じてい ても、そ こ

か らの 離脱は、社会 か ら求め られ る規格化をなしえ

ない こ と、つ まり完全 に周辺化されることを意味する。

それを免れるために、ひ とまず は 「高卒資格」獲得に

よっ て規格化を果たすこ とが 目指され る。か くして 、

学校的 日常（全 日制高校）か ら何らか の 理 由で 離脱

した （しそうにな っ た）者は 、学校的 日常の 構成要素

で ある学力獲得競争と学校秩序が 相対 的に緩い とみ

なされる定時制 ・通信制 に集まることになる。定 時制

一 6

高校の 教師 は、生 徒が 馴染み やす い 空間づ くりに腐

心 し、自尊心 を低 下 させ ようとしてい る生徒を高卒資

格を 目指させ ることに よっ て 鼓舞するとともに、学級

集団におい て仲間との 共感関係を形成させ 、なん と

か 卒業まで導こうと努力して い る。

4 ．定時制高校と学校文化

　 とは い え、定時制
・
通信制高校も学校制度の

一
部

で あり、学校組織 の 制度文化か ら完全に 自由で はな

い。学校 （教師）は生徒を規格化して 社会に送 り出す

とい う課 題 を負っ て い る。定時制高校 が通信制やサ

ポー
ト校と異なっ て い るの は、「学校らしくない 」ことを

特徴としな が らも、時間
・
空間

・
集団・社会関係とい っ

た 学校生活 の 秩序を大幅に崩すことなく保持 してい

る点にある ， だがそ の 中でも、教師が 内面化して い る

文化 は生徒の 生 活や労働の リアリテ ィを前 にして揺ら

が ざるを得ず、様々 な実践知が 生み 出され蓄積され

て い く。

一
方、生徒もまた 様々 なや り方で 自らの 自律

的な領域を確保しようとする。学校生活秩序からの 逸

脱 の ライン をめ ぐるこうしたせ め ぎあい の 中で、定時

制独 自の 学校文化が形成され るとい っ て よい 。そ の

ダイナ ミズ ム の 中で 教師も生 徒も変容 し、この ことが、

定時制高校教師の 実践記録や元 定時制高校生 の 回

顧録によくみられ るように、定時制独 自の 「豊か さ」と

して 当時者 に深く印象付けられるの で ある。

　現代 の 定時制高校は、正 統的な後 期 中等 教 育機

関である全 日制 高校 か ら排 除 され た若 者 を社会に包

摂する役 割を担 っ て い るとい える。他方、生 徒たち は 、

自分の 置か れた 社会的位置につ い て の 心理的葛藤

を、学校文化 に対する多様なレジス タン ス によっ て表

出させ る。発 表当 日は、こうした 文化的抵抗がもっ 意

味につ い て 、2007年以降実施 して きた調査の 結果を

ふ まえ て 考察する。
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